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丹（まごころ）の里・丹波

［表紙の紹介］

『木のぬくもり展』
認定こども園さちよの５歳児組のみ
んなが、植野記念美術館で開催中の木
のぬくもり展を訪れました。「木の砂
場」や「ごろねの広場」など、部屋いっ
ぱいに広がった木製おもちゃにテン
ションは急上昇！時間を忘れて楽し
みました。たくさんの木との出会い。
そのあったかさ、柔らかさを肌で感じ
ていました。ていました。
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木
っ
て
ほ
ん
と

　

あ
っ
た
か
い
ん
だ
ネ
♪

どんなオブジェができるかな？

これなんだろう？

カランコロン楽しいな♪
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夏
本
番
！ 

熱
中
症
注
意
報

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気
象
庁
の
予
報
で
は
、
今
年

の
夏
の
気
温
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
例
年
よ
り
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
暑
さ
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

か
ら
節
電
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
熱
中
症
患
者
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
多
く
は
高
温
の
も
と
で
の
運
動
や
労
働
に
よ
っ
て
発
生
し

ま
す
が
、
室
内
で
の
発
生
事
例
の
報
告
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体

温
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
や
、
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に

発
達
し
て
い
な
い
子
ど
も
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
症
状
は

放
っ
て
お
く
と
最
悪
の
場
合
、
命
を
お
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
正
し
い
予
防
の
知
識
と
対
処
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
熱
中
症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
し
て
、
楽
し
い
夏
を
満

喫
し
ま
し
ょ
う
！昨年は、市内で48人が熱中症で救急搬送されました！

８月の平均気温が過去最高を記録するなど、とて
も暑かった昨年の６月から９月までの救急搬送数
は、平成21年と比べ２倍以上に増加しました。
熱中症の発生数と気温には深い関係があるといえ
ます。

１熱中症とは？
　

私
た
ち
の
体
は
気
温
が
変
化
し
て
も
一

定
の
体
温
を
保
と
う
と
す
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
暑
く
な
る
と
自
律
神
経
の
働
き

で
皮
膚
に
血
液
を
集
め
た
り
、
発
汗
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
体
か
ら
熱
を
逃
が
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
高

温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
と
、
体
内

熱中症のメカニズム

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
筋

肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
「
熱

中
症
」
で
す
。

●めまい・失神・顔面蒼白　（熱失神）
　　「立ちくらみ」の状態で、脳への　
　　血流が不十分な状況で起こります。
●筋肉痛・筋肉の硬直（熱けいれん）
　　筋肉がこむら返りを起こした状態
　　で、汗をかいて水分と塩分が失われ
　　たことにより起こります。
●大量の発汗

●頭痛・気分の不快・吐き気・嘔吐・倦
　怠感・虚脱感　（熱疲労）
　　体がぐったりする、力が入らない　
　など。

●意識障害・けいれん・手足の運動障害
　（熱射病）
　　呼びかけや刺激への反応がおかし
　　い、ガクガクと引きつけがある、まっ
　　すぐに歩けないなど。
●高体温
　　体に触ると熱いという感触があり
　　ます。

重症度Ⅰ

重症度Ⅲ

症状を理解し、早めに対処することが重要！

重症度Ⅱ

　重症度Ⅲになると
緊急事態！一刻も早
く救急車などで病院
へ！

２熱中症を予防しよう熱中症から身を守る
暑
さ
を
避
け
よ
う

　

外
で
は
帽
子
を
か
ぶ
り
日
陰
を
選
ん
で

歩
き
ま
し
ょ
う
。
室
内
で
は
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
を
効
果
的
に
使
っ
て
室
内
温
度
が

28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
や
す
だ
れ
を
垂
ら
し
、
直
射

日
光
を
避
け
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
熱
効
率
が
よ
く
な
り
省
エ
ネ
に
も
役

立
ち
ま
す
。

服
装
を
工
夫
し
よ
う

　

吸
汗
・
速
乾
素
材
や
軽
・
涼
ス
ー
ツ
な

運動・作業

高齢者 こまめな水分補給や温度管理を！

高齢者は暑さを自覚しにくいので、衣類の調節
や冷房の利用が遅れがちになります。また、の
どの渇きが起こりにくくなっているので、気づ
かないうちに脱水症状を起こす場合がありま
す。
【対策】のどが渇かなくても水分・塩分を補給、
部屋の温度をこまめに測る（28度を超えない
ように）。

　　　

子ども

これらの人は特に注意が必要です

the protection

the mechanism

ど
を
着
用
し
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

太
陽
光
の
も
と
で
は
熱
を
吸
収
し
や
す
く
な
る
黒

系
の
服
は
避
け
、
襟
元
は
な
る
べ
く
ゆ
る
め
て
通

気
し
ま
し
ょ
う
。

スポーツでは筋肉で大量の熱が発生するた
め、熱中症の危険が高まります。また、高温・
多湿状態での農作業などは熱中症を発症しや
すくなります。特に作業などをはじめた初日
は注意が必要です。
【対策】こまめな水分補給、徐々に暑さに慣ら
す、スポーツの指導者・職場の管理者が熱中
症を理解し、予防の配慮をする。

小児・幼児は汗腺をはじめとした体温調節機能
が十分に発達していません。気温が皮膚温より
高い場合には体温が上がりやすくなります。炎
天下の車内にはわずかな時間でも一人にさせな
いようにしましょう。
【対策】子どもを十分に観察（顔が赤い、ひど
く汗をかいているときは要注意）、通気性のよ
い服を選ぶ、日頃から暑さに慣れさせる。

大人の見守りが大切です

こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
よ
う

　

体
温
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
水
分
を
補

給
し
汗
を
か
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
暑

い
日
に
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
汗
を
か
い
て
い
る

の
で
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

汗
と
一
緒
に
塩
分
も
同
時
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩
分

を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
補
い
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
に
備
え
た
体
作
り
を
し
よ
う

　

汗
を
か
く
習
慣
を
身
に
つ
け
、
暑
さ
に
順
応
す
る
こ

と
で
夏
の
暑
さ
に
も
対
抗
し
や
す
く
な
り
、
熱
中
症
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
し
て
汗
を
か
く
機
会
を
増
や
し
、
夏
の
暑
さ
に
負

け
な
い
体
作
り
を
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

暑
さ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
ろ
う
！

　昨年、日本での熱中症患者の死亡者数は1,718名で過去
最多を記録しました。そのうち約８割が65歳以上の高齢
者です。

　熱中症はなぜ繰り返し発生するので
しょうか？これは熱中症の認識不足と
ともに、日本では自然災害ととらえられ
ていることも原因だと考えられます。ま
ず、正しい知識を持ち、予防することが
大切です。最近では家の中で熱中症にな
る高齢者が多いのが特徴です。暑い日は
決して無理をせず、適度にエアコンも使
い、こまめに水分と塩分を摂ることが大
切です。次に、クラブ活動などでスポー
ツをする子どもたちは、体に異変を感じ
ても苦しいと言えないなど、我慢する傾
向があります。指導する立場のみなさん
は、必ず定期的に水分と塩分の補給をさ
せてください。具体的には、１回200～
250mlの水分を15分～20分おきに飲ま
せると良いでしょう。また、子どもはス
ポーツドリンクばかりでは飽きてしまい、
飲まなくなることがあります。水やお茶
に梅干しを食べさせるなど変化をつける
と効果的です。ただし、胃腸を壊さない
ようにゆっくり飲むように指導してくだ
さい。子ども自身が異変を訴えやすい環
境づくりも大切ですね。

　丹波市医師会前理事
　日本医師会認定健康スポーツ医
　和久晋三医師

「熱中症は防ぐことがで
きるもの。正しく予防を」３　もし熱中症を疑ったら？

　

も
し
、
熱
中
症
が
疑
わ

れ
る
症
状
が
表
れ
た
と
き

は
、
緊
急
事
態
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
く
だ
さ

い
。
現
場
で
す
ぐ
に
体
を

冷
や
す
な
ど
の
応
急
処
置

が
必
要
で
す
。

the first aid

大切な命を守るために

脱衣と冷却２

涼しいところへ避難１

風通しのよい日陰や、クーラーが効い
ている室内などに避難させましょう。
風通しのよい日陰や、クーラーが効い

衣服を脱がせて、体から熱を拡散させ
ます。氷を首筋、脇の下、脚の付け根
などにあてて血液を冷やしましょう。

首
脚の付け根

水分・塩分の補給３

スポーツドリンクや0.1～0.2％の食塩
水を補給します。

自力で水分の摂取ができないとき
は、医療機関に搬送することが最優
先の対処法です。

自力で水分の摂取ができないとき

医療機関へ運ぶ４

応急
処置

衣服を脱がせて、体から熱を拡散させ衣服を脱がせて、体から熱を拡散させ
ます。氷を首筋、脇の下、脚の付け根

首
脚の付け根

スポーツドリンクや0.1～0.2％の食塩

脇の下

衣服を脱がせて、体から熱を拡散させ

スポーツドリンクや0.1～0.2％の食塩
水を補給します。

応急応急応急

涼しい場所へ避難
し、脱衣と冷却

救急車を呼ぶ意識の有無 

はい

ある

はい いいえ

熱中症を疑う症状がある

水分を自分で
摂取できるか

症状が改善しない場合

水分・塩分の補給

ない

涼しい場所へ避難
し、脱衣と冷却

水分・塩分の補給

医療機関へ搬送

応急処置の流れ

（人）
30
25
20
15
10
５
0

2 4 3

11 11

28

3
6

　（℃）
35

30

25

20
　6 月 　9月　8月　7月

　H22 年平均最高気温
　H21 年　　〃

　H22 年救急搬送件数 　H21 年（〃）水分補給が不可欠です

熱
中
症
注
意
報

１熱中症とは？熱中症とは？熱中症とは？熱中症とは？熱中症とは？

私
た
ち
の
体
は
気
温
が
変
化
し
て
も
一

定
の
体
温
を
保
と
う
と
す
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
暑
く
な
る
と
自
律
神
経
の
働
き

で
皮
膚
に
血
液
を
集
め
た
り
、
発
汗
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
体
か
ら
熱
を
逃
が
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
高

温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
と
、
体
内

熱中症のメカニズム

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
筋

肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
「
熱

中
症
」
で
す
。

重症度Ⅲになると
緊急事態！一刻も早
く救急車などで病院
へ！へ！

the mechanismthe mechanismthe mechanismthe mechanism
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人権課題のカラクリがわかる講座

「人権公開講座」を開設します
　あらゆる差別の根幹をなす部落差別を支え
ている多くは「忌避意識」だと唱える奥田教
授が、差別のカラクリをわかりやすく紐解い
ていきます。みなさんの受講をお待ちしてい
ます。
■演題 /「差別のカラクリを説く」
■とき /８月 30日（火）　午後７時 30分～
■ところ /氷上文化センター
■講師 / 奥田　均さん（近畿大学人権問題研
究所教授）■定員 /40 人■申込期間 / ８月１
日（月）～８月 22日（月）■受講料 /無料
申 問 氷上文化センター　☎ 82‐1064　
七日市会館　☎ 74‐2310
柏原人権啓発センター　☎ 72‐2434

人権問題文芸作品

「のじぎく文芸賞」募集
　兵庫県と（公財）兵庫県人権啓発協会では、
人権の大切さを思いやり、支えあうことの素晴
らしさなど、人権文化の創造や人権課題の解決
に関する内容が描かれた文芸作品〔小説、随想
（手記、作文）、詩、創作童話〕を募集します。
■応募締切 / ９月 20 日（火）　■応募資格 /
県内在住、在勤、在学の方　■応募作品 /イン
ターネット上を含む未発表・未投稿（他の文芸
賞等への重複応募を含む）の自作作品に限る。
字数制限あり。■応募方法 /郵送
　問 神戸市中央区山本通 4 丁目 22 番 15 号
県立のじぎく会館内　（公財）兵庫県人権啓発
協会☎ 078-242-5355　E ﾒ ｰ ﾙ：info@hyogo-
jinken.or.jp

じ ん け
ん の
と び ら

人権啓発コーナー

“風流の  はじめや奥の  田植うた”

　松尾芭蕉が白河の関（福島県）を越えてはじめて陸奥（み
ちのく）に足を踏み入れたのは、田植え時季でした。陸奥
の風景に心をとられ感動のあまり、思うように句がつくれ
なかった中、その時の気持ちを詠んだ「奥の細道」の一句
です。
　「田植え」の季節に、田植えどころか人さえもいなくなっ
た土地が広がっている。その光景が意味するものは、遠く
離れた私たちと無縁ではありません。また、風評被害や差
別的風評も拡散の一途をたどっています。

 「被災地ではすべての方々が一丸となり仲間とともにがん
ばっています。人は仲間に支えられることで大きな困難を
乗り越えられると信じています。がんばろう日本！…」

　全国に感動と勇気を与えてくれた春の選抜高校野球での
選手宣誓の一コマです。
　福島ナンバー拒否や長期にわたる避難生活を強いられて
いる被災者に対する教室内での陰口など、“がんばろう” と
している被災者の勇気と希望を引き裂くような言動から
は、「がんばろう日本！」の言葉の重みも薄らいできます。
　一時も早い復旧・復興と安全・安心な生活を取り戻せる
ことを願うとともに、人権についても正面から見つめ直す
良い機会だと思います。

東日本大震災

から学ぶ（１）

バンドリーダー　
南ぬ風人まーちゃんうーぽー　
プロフィール

大地と心に木を植え、希望を伝え
る三線アーティスト。『風人』（か
じぴとぅ）＝「自然と共に生きる
人」をコンセプトに、西表島から
のメッセージと、生きる希望を伝
えている。内モンゴルの砂漠での
植林活動『希望の森プロジェクト』
や、西表島『海の森プロジェクト』
などを展開している。

福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の

風
評
被
害
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
福
島
県
民

に
対
す
る
言
わ
れ
な
き
差

別
・
偏
見
の
問
題
が
各
所

で
生
じ
て
い
ま
す
。
放
射

能
の
影
響
を
心
配
す
る
あ

ま
り
な
の
で
し
ょ
う
が
、

根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や

偏
見
で
差
別
す
る
こ
と
は

人
権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま

す
。
震
災
に
遭
っ
た
人
が
、

避
難
先
で
差
別
を
受
け
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。 

相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、
や
さ
し

さ
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で

こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
文
化
を
進
め
る

　
市
民
運
動
推
進

　
　
強
調
月
間

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
自
然
に

感
じ
た
り
、
考
え
た
り
、
行
動
し
た
り
す
る

こ
と
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
」
を
年

間
通
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
４
つ
の
目
標
と
し
て
、

①
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、「
自
己
実
現
」

が
で
き
る
社
会

②
温
か
い
き
ず
な
や
豊
か
な
人
間
関
係
を
構

築
す
る
「
共
生
社
会
」

③
参
加
・
参
画
に
よ
り
、
個
性
や
能
力
が
発

揮
で
き
、
生
き
甲
斐
が
持
て
る
ま
ち
、
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
快
適
な
ま
ち
」

④
自
然
と
の
共
生
を
図
る
な
か
、心
を
癒
し
、

生
活
に
「
潤
い
と
恵
み
を
も
た
ら
す
環
境
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

人
権
と
平
和
の

コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　　
月　

 　

日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
開
場　

午
後
７
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

春
日
文
化
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

出　

演　

南ぱ
い
ぬ
か
じ
ぴ
と
ぅ

ぬ
風
人
ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド

テ
ー
マ

「
夢
咲
き
ほ
こ
れ　

　

〜
未
来
の
た
め
に
、
今
動
き
出
そ
う
〜
」

８
４  

ヒロシマ・ナガサキ

原爆写真
パネル展

　と　き　８月６日（土）～ 25日（木）
　ところ　柏原住民センターロビー

　

８
月
は
、
人
権
文
化
を
進
め
る
市
民

運
動
推
進
強
調
月
間
事
業
と
し
て
、「
人

権
と
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
「
原
爆
写

真
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申

特
集
：
夏
本
番
！

熱
中
症
注
意
報

特
集
：
人
権
文
化
を
進
め
る

市
民
運
動
推
進
強
調
月
間

財
政
執
行
状
況

温

故

共

生

市
長
執
務
室

自
治
基
本
条
例

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

（
イ
ベ
ン
ト
・
防
災
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
健
康
・
介
護
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
募
集
・
相
談
）

と
ぴ
っ
く
す

東

日

本

大

震

災

教
育
た
ん
ば

ち
い
き
の
げ
ん
き
・

ち
ー
た
ん
日
記


